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回答困難項目（+ 回答しやすい項目 : E）
1 自分には頑是ない部分があると思う

2 出かけるときは身体が重い

3 いつもより，それはどうしたんだろうと思う

4 人と関わるのは嫌いではないと思わないわけではない

5 飛行機を操縦するとき，緊張より楽しみのほうが大きい

6 先週の水曜日は良い一日を過ごせたと思う

7 最近，性的欲求を感じることがある

8 読書をしたり，体を動かしたりするのが好きだ

9 貯金額は人並み以上にある

E1 1人で過ごす時間は気楽だ

E2 いま，悲しいと感じる

E3 自分には助けてくれる人がいる

背景 調査方法

尺度項目

回答困難項目

評価項目に対応した「答えにくさ」を

含むと想定される項目を作成

▲ 下表中の枠付きが「想定」

＋ 「ダブルバーレル」 「多重否定」を

持つ項目

結果
【各項目の平均点】5件法：答えにくい 答えやすい

回答者が感じる主観的な「答えにくさ」を

定量的に評価できる項目案（および調査方法）の改善

【相関係数】上三角要素はペアワイズのサンプルサイズ

 デモ

クラウドソーシングを利用したウェブ調査

【対象】 日本語母語話者1000名

1. 下記「回答困難項目」に6+1件法で回答

全く当てはまらない …… 非常に当てはまる ＋ わからない

2. ランダムに提示された3つの「答えにくさ」評価項目を

各「回答困難項目」に対して5件法で回答

  まったくそう思わない …… 非常にそう思う

3. 平均回答時間，ストレートラインなどをもとに不適切回答は除外

評価項目間の相関はやはりまだまだ高い

▲ 少なくともウェブ調査レベルの集中力では認知プロセス(B)間を弁別した評価は難しい？

最初に「答えにくさ」を覚えてしまうと，その先のどこでつまずいているかが弁別できなさそう

ウェブ調査よりも深いエンゲージメントを求める実験的環境での最終確認を行う

▲ 「頑張れば弁別できる」のか，「何をどう頑張っても弁別できない」のか （現在データ収集中）

「答えにくさ」をリッカート尺度で尋ねること自体に無理があるのかもしれない

「答えにくさ」評価項目

［総合］ ユーザビリティ尺度日本語版

（山内, 2015）を元に作成（A1-A3）

［個別］ 先行調査（馬場他, 2025）および

回答プロセスの知見(Tourangeau et al., 

2000)を元に「答えにくさ」の原因を具体

化した項目を作成(B1-B8)

[1B-002-PA]

目的

考察

• 心理尺度への回答に際して，回答者ひとりひとりが尺度に対して

感じる主観的な「答えにくさ」を定量的に捉えられるようなツールは

十分に整備されていない

• 昨年度，回答者が感じる主観的な「答えにくさ」を定量的に評価できる

項目案を作成したが，項目間の十分な弁別が得られなかった……

理解 想起 判断 回答

• 心理尺度への回答には，様々な認知プロセスをこなす必要がある
【例】CASM response model (e.g., Tourangeau et al., 2000)

※分寺他 (2024)からの改善点は赤字で記載

【感度分析】
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回答時間が短い人から除外  真面目と思われる人が残る

https://www2.kobe-u.ac.jp/~bunji/files/presentation/2025_JPA_bunji_baba_fukushima.pdf
mailto:bunji@bear.kobe-u.ac.jp
mailto:bunji@bear.kobe-u.ac.jp
mailto:bunji@bear.kobe-u.ac.jp
https://doi.org/10.4992/jjpsy.96.23321
https://researchmap.jp/K-Bunji
https://researchmap.jp/a_baba
https://researchmap.jp/AyaFukushima
https://www2.kobe-u.ac.jp/~bunji/experiments/exp_demo3_2509_JPA/experiment.html
https://www2.kobe-u.ac.jp/~bunji/files/presentation/2024_JPA_bunji_baba_fukushima.pdf

	スライド 1

